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雑誌論文を探す 

CiNii Research の使い方 

＜どんな資料が探せる？＞ 

 日本国内の図書、雑誌、学術論文、機関リポジトリ等の論文や研究データ、KAKEN（科学研究費助成事業）の

研究プロジェクト等をはじめとする日本の学術情報を横断検索できるデータベースです。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-aoi.ac.jp/  

＞ 図書館資料を探す ＞ データベース ＞ CiNii Research  

 学内のパソコンであれば、どこからでも使えます。 

 OpenAthens で学外から利用することもできます。   参照）学外からのデータベース利用方法 

＜どうやって探す？＞ 

１． 検索画面で条件を指定します 

 検索ボックスに調べたい言葉を入力して【検索】ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 【詳細検索】をクリックすると、検索対象を詳細な検索条件を設定できます。 

 詳細検索の【本文リンク】にチェックをいれると、本文が見られる文献だけを検索することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 検索結果一覧を確認します 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

条件を追加して 

検索できます。 

データ種別、

期間などで絞

り込みができ

ます。 

【データ種別】 CiNii Research には、本・論文のほか、さまざまなデータ

が収録されています。アイコンに注目して必要なデータに絞り込みましょう。 

 

研究データ：アンケートなどの調査データを閲覧できます。 

 

プロジェクト：過去に科研費で実施された研究プロジェクトの課題情報

を確認できます。 

 

初期設定は「すべて」になっています。 

データ種別（論文・記事、本など）を切り替えて検索することもできます。 

条件を指定 

したら、ここ

をクリック！ 

詳細検索画面

が開きます。 

データ種別（論文、本など）

を切り替えられます。 

https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/
https://gssapps.ebscohost.com/customerspecific/s1135875/openathens/login.php
https://lsic.nagoya-aoi.ac.jp/images/40publish/41katsuyo/312_open_athens.pdf
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３． 検索結果詳細を表示します 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 文献のタイトルをクリックすると、詳細情報が表示されます。論文名、著者名、収録誌、巻号、頁数（※これらの情

報は、レポート・論文の「参考文献一覧」で必要になります。メモしておきましょう）と、抄録が表示されます。 

・ 本文へのリンクがある場合は、タイトルの下に橙色のボタンが表示されます。クリックすると本文を読むことができ

ます。（著作権の関係上見られないものもあります）。 

・ 検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。ログアウトする必要はありません。 

抄録が掲載されてい

る論文もあります。 

クリックすると論文の 

詳細画面が表示されます。 

本文がある場合は、こちらにボタンが表示されます。 

クリックして本文を読むことができます。 

★表示されるボタンは文献に

よって異なります。 

CiNii Research には論文(学術雑誌論文・紀

要論文)、記事なども収載されています。目的

に合った資料に絞り込みましょう。 

本文へのリ

ンク、資料

種別などで

絞り込みが

できます。 

本文がない場合は、「Full Text Finder」をクリ

ックしてください。 

蔵書検索や他大学への複写依頼を申込すること

ができます。➨文献複写の依頼方法 参照 

例 

書誌事項を確認 

https://lsic.nagoya-aoi.ac.jp/images/40publish/41katsuyo/502_ill.pdf

